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＜連絡事項＞
・スタッフオフィス内を空にする際は施錠して下さい。特定男性患者様がスタッフ
荷物を観察している様子あります。

＜患者様連絡事項＞
・定期心電図実施しています。
　板橋 利美様、五日市 規様、太田 富夫様、久保 興介様、寺井 恵利子様、
　中川原 義雄様、吉田 守幸様

・五日市　規様～ＧＨ「まちなか」見学の為、13：00～16：30で本人様、
　　　　　　　　大久保Ｎｓ、宇津木澤SWと外出しています。
　　　　　　　　帰院時体温36.2℃、見学では「まちなか」スタッフや、

以前当院に入院していた患者様からGHの説明や実際に

入居しての感想を聞いているが本人は「日曜日に家族が

迎えに来るんで、お断りします」「青森に103歳のひい爺

さんも居る」と妄想活発。粗暴行為や暴言こそないが

ワナワナと振戦あり。表情の硬さはない。振戦については

「緊張しているんです」と。現実見当促すが、上記妄想は

強固。しかし、当院に一生入院出来ないという事は理解。

入所に前向きな発言こそないが絶対に拒否との発言もない。

移動中シートベルト着用し、居眠りもなく静かに窓から外を

眺めていた。「まちなか」からは準備が整えば、現状態でも

入居は可能との事。
・下妻　康貴様～主治医よりフェルビナクスチック軟膏３％ 1本処方と
　　　　　　　  なっています。昨日外出し家族に私物処分された件で、
　　　　　　　　不満ありますが、自傷行為等の問題行動はありません。
・中川原　義雄様～担当スタッフから家族様へ鼠経ヘルニアの件で連絡をした
　　　　　　　 　 所、家族様が状態を確認したいと訴えAOM報告し面会
　　　　　　　　　許可。15:47長女様来院され、藤田Nsが対応。
本人の状況説明。娘様は緊急性があり命に関わる状態
　　　　　　　　　なのか心配でと。現在、行動制限はなく普段の生活を
　　　　　　　　　送っている。急変の可能性はセロとは言い切れないが、
　　　　　　　　　他科受診手配中である事を伝える。説明後、本人の患部
　　　　　　　　　確認されるか確認すると、「本人の顔をしばらく見てない
　　　　　　　　　ので見れれば」と。患部確認を望まず、顔を見たいので
　　　　　　　　　あれば、コロナ禍でありオンライン面会の予約を説明。
　　　　　　　　　受診日が決定したら連絡することも伝えると「説明で
　　　　　　　　　安心したので大丈夫です」と帰られています。
・小豆畑　裕介様～右臀部にハロマンス注(100)１ｍＬ筋注実施しています。
・松田 健様～本日から肝臓病食Ⅱ(1600kcal)が提供となっています。
・三浦　綾子様～11/30（水）15：00～16：00銀行+自宅様子確認に
　　　　　　　　スタッフ付添いで外出申請しています。青山荘入居にあたり
　　　　　　　　本人私物は自身で書き出し、SWへ提出しています。
・角濱　義弘様～11/24（木）14：00～11/26（土）10：00ここすこＧＨ3号館

　　　　　　　 体験外泊の為、GH世話人迎えで外出していますが、本人が

　　　　　　　 GH3番館と思っていたGHは、1番館であったと到着後
　　　　　　　 判明。全ての準備は予定通り3番館でされている現状に、
本人は1番館で対応して欲しいと希望していると白石様より
連絡。白石様より急遽1番館体験であれば布団、他入所者様
への説明などあり予定どうり進まなくなるとの事。藤田Nsが
本人と話していますが周りへの迷惑影響を考慮できず。再度

本人へ白石様が説明し、今回はこのまま3番館で体験し、

体験が良ければそのまま3番館の入居も考えると話している
と連絡が入り、その為予定通りの外泊日程となっています。
・高橋　康満様～主治医からはバルーン挿入は時期早々。本人へ自己導尿出来るよう
　　　　　　　　指導していく様にとの指示受けています。
　　　　　　　　10:00サンメディカルより本人の車椅子届いています。
契約書作成済み11/28　AMサンメディカルが書類とりに来る予定。
・池田　康憲様～担当スタッフ付添いで自宅に外出。9：10～10：25
水漏れ場所を公務店の方が来られ一緒に確認。台所水道の

周囲とボイラー周辺の漏れあり、業者の方と相談して

見積もり出した後修理する予定。帰院時体温36.4℃。
＜要注目患者様＞
・寺井　恵利子様～日課の遅れあるが奇異行動や、歩行状態問題なし。臥床傾向
　　　　　　　　　持続。
・佐京 孝成様～不安感の訴えなし。余暇時は携帯ゲームやスマホ弄りあり。
　　　　　　　　日課スムーズ。
　　　　　　　　　
・高橋　康満様～各食スタッフ介助にて全量摂取。依存的な様子は変わらず。
　　　　　　　　自然排尿なく腹圧をかけて排尿行っている。主治医診察にて
　　　　　　　　本日夕よりアスパラカリウム錠（300）1×3で7日分処方。
・松田　健様～朝食前血糖値84㎎/dl。本日から肝臓病食Ⅱ(1600kcal)が提供と
なり、各食全量摂取。日課スムーズに行えている。
＜皮膚科＞

・阿部　文香様～①上背部皮疹治癒。②両足底角化、落屑軽快。同前処置。
・小笠原　文人様～①右下腿内側に2㎜径程のびらん痂皮局面。
テラマイシン軟膏+ガーゼ
　　　　　　　　　②右足趾に鶏眼　③他は治癒
・畑中　成夫様～テラマイシン軟膏 1本処方となっています。
・三浦　みよ子様～テルビナフィン塩酸塩クリーム１％1本処方となっています。
・五日市 規様、太田 富夫様、角濱 義弘様、坂本 福子様、出河 攻様～
　同前処置。

＜深澤Drケース検討＞
・五日市　規様～認知機能・精神症状については著変なし。生活リズム
　　　　　　　　の乱れはありません。本日GH「まちなか」見学。入所
希望あり。障害支援区分更新の訪問調査は終了しており、
結果待ちの状態。GH「まちなか」からも入所可能である
との見解。
・下妻　康貴様～昨日主治医診察実施。自宅外出で私物を8割程捨てられ

　　　　　　　　ておりショックだったと吐露。主治医から今後、就労を
　　　　　　　　踏まえた生活を考え、就労Ｂ型よりはＡ型もしくは障がい
　　　　　　　　者雇用が良いのではと提案され本人も了承していますが、
　　　　　　　　再度外出してもいい等、自身に都合よく解釈している様子

　　　　　　　　あり。今後話しを進めるにも、周囲に進めて貰おうとする
　　　　　　　  姿勢が強く、現状への不満表出見られています。
